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スジホシムシモドキ共生性二枚貝スジホシムシモドキ
ヤドリガイの宮城県と青森県における記録
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Abstract
Nipponomysella subtruncata (Yokoyama, 1927) is a small bivalve mollusk belonging to the superfamily

Galeommatoidea Gray, 1840, and is a symbiont that lives attached to the body surface of the sipunculan
worm Siphonosoma cumanense (Keferstein, 1867). The bivalve species is listed in the Red List/Red Data
Book of the Ministry of the Environment Government of Japan, the Japanese Association of Benthology,
and various prefectures in Japan. This species has been recorded only in Japan, ranging north from Sado
Island, Niigata Prefecture and south to the Nansei Islands. Here we report the first records of N. subtrun-
cata in Miyagi and Aomori Prefectures, which were found in June 2022 at the channel connecting Man-
goku-ura Inlet and Ishinomaki Bay and in July 2018 at Mutsu Bay, respectively. This record extends the
northern limit of this species to Mutsu Bay, where the northern limit of distribution of the host sipuncu-
lan.

1．緒言
スジホシムシモドキヤドリガイ Nipponomysella
subtruncata（Yokoyama, 1927）は、ウロコガイ目
Galeommatida Lemer, Bieler & Giribet, 2019、ウ
ロコガイ上科 Galeommatoidea Gray, 1840、ウロ
コガイ科 Galeommatidae Gray, 1840に属する微
小な二枚貝であり(1)、スジホシムシモドキ

Siphonosoma cumanense（Keferstein, 1867）の体
表や巣穴壁面に付着して共生する。以前は、スジ
ホシムシヤドリガイやスジホシムシノヤドリガイ
と呼ばれていたが、本種の宿主はスジホシムシ
Sipunculus nudus Linnaeus, 1766ではなくスジホ
シムシモドキであるため、近年ではスジホシムシ
モドキヤドリガイと呼ばれている(2, 3)。なお、日
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本のスジホシムシモドキは、ベネズエラのクマナ
をタイプ産地とする S. cumanenseとは別種であ
る可能性が指摘されており(4)、今後の検証が待た
れる。

干潟環境の悪化により宿主であるスジホシムシ
モドキの生息地、個体数が全国的に減少している
ことから、スジホシムシモドキヤドリガイの生息
基盤も脆弱であると考えられており、環境省の
レッドリスト 2020(5)と日本ベントス学会のレッ
ドデータブック(2)では本種は準絶滅危惧に指定
されている。また、各都道府県におけるレッドリ
スト／レッドデータブックにおいても本種の生息
状況が評価されており、兵庫県(6)では Aランク
（環境省レッドリストの絶滅危惧Ⅰ類に相当）、愛
知県(7)、三重県(8)、大阪府(9)では絶滅危惧 II 類、
香川県(10)、熊本県(11)、長崎県(12)では準絶滅危惧、
高知県(13)では情報不足に選定されている。

本種は、日本でのみ記録されている種であり、
以前は浜名湖～九州、南西諸島に分布するとされ
ていた(2,14)。近年では、神奈川県の海の公園(15)、
小網代干潟(16)、江奈湾(17)や、福島県の伸川干
潟(18)、新潟県の佐渡島(19)でも本種の生息が確認
されている。

石巻専修大学理工学部生物科学科では、1 年生
対象の「野外生物実習」の一環として 2015 年より
宮城県石巻市渡波の海岸において海洋生物実習を
行っており、2022 年度は 6 月 18 日に実施された。
その際、実習に参加していた学生のうちの 1 名（第
3 著者）が採集したスジホシムシモドキの体表に
スジホシムシモドキヤドリガイが付着しているこ
とが確認された。本種はこれまで宮城県以北から
は報告されておらず、宮城県内初記録となること
からここに報告する。また、東北大学浅虫海洋生
物学教育研究センターが運営している浅虫生物
アーカイブでは、陸奥湾産のスジホシムシモドキ
の体表に二枚貝が付着している写真が掲載されて
おり、その解説として「二枚貝がついていること
がある」と記述されているが(20)、正式な報告はな
されていなかったため、本稿において報告を行う。

2．材料および方法
宮城県では、2022 年 6 月 18 日、6 月 29 日、7 月

13 日に万石浦と石巻湾を繋ぐ水路部に位置する

石巻市渡波の海岸（38.4111 N、141.3675 E）にお
いて生物調査を行った（図 1）。6 月 18 日は石巻
専修大学理工学部生物科学科の野外生物実習にお
ける生物調査であり、56 名の 1 年生が移植ゴテや
熊手、網などを使用して生物の採集を行った。6
月 29 日と 7 月 13 日の調査では、4 名の調査者が
シャベルを用いて底質を掘り返し、宿主であるス
ジホシムシモドキの探索を行なった。6 月 29 日
に採集されたスジホシムシモドキのうちの 1 個体
は 80％エタノールで固定・保存し、その他の個体
は現地で逃がした。スジホシムシモドキヤドリガ
イは標本を残していなかったため、種同定と殻長
の推定は現地で撮影した写真から行った。

青森県では、2018 年 7 月 10 日にサンセット
ビーチあさむし（40.8959 N、140.8599 E）および
玉松海水浴場（40.9976 N、140.6522 E）において
生物調査を行った（図 1）。採集では、阿部他
（2012）の採集方法(21)と同様に、アンカーで固定
した小型和船の船外機スクリューによる水流で海
底の砂を巻き上げながら、水流の下流に設置した
開口幅 75 cmのサデ網を用いて底生生物の捕獲
を行った。採集されたスジホシムシモドキとスジ
ホシムシモドキヤドリガイは 99％エタノールで
固定し、標本として保存した。また、2022 年に以
下の地点で生物調査を行った：サンセットビーチ
あさむし（7 月 19 日、29 日、9 月 11 日；徒手採
集）、裸島周辺（40.9038 N、140.8539 E；水深約 5
m；9 月 5 日；潜水調査）、玉松海水浴場（9 月 10
日；徒手採集）、野内浦島（40.8661 N、140.8330
E；7 月 29 日、8 月 12 日；徒手採集）、湯ノ島北側
泥底（40.8988 N、140.8487 E；水深 12 m；7 月 25
日、8 月 15 日、9 月 22 日、26 日；ドレッジ採集）、
浅虫海釣り公園前泥底（40.8909 N、140.8571 E；
水深 8 m；7 月 25 日、9 月 22 日、26 日；ドレッジ
採集）（図 1）。ドレッジ採集は、東北大学浅虫海
洋生物学教育研究センター所有の船舶うとう III
により行った。
ウロコガイ上科の科階級群の分類については現

在一致した見解がなく、複数の体系が使用されて
いる現状である(1)。近年提唱された軟体動物の
分類体系(22)や既存の図鑑などでは、ウロコガイ
上科にウロコガイ科やチリハギガイ科 Lasaeidae
Gray, 1842、ブンブクヤドリガイ科 Montacutidae
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Clark, 1855など複数の科をおく元来通りの分類
体系が使用されることが多いが、本稿では、後藤
（2022）の総説(1)と同様に、ウロコガイ上科にウ
ロコガイ科一つをおく分類体系に従った。

3．結果
宮城県石巻市渡波海岸の調査では、宿主のスジ
ホシムシモドキは、2022 年 6 月 18 日に 1 個体、6
月 29 日に 3 個体が採集され、7 月 13 日には採集
されなかった。6 月 18 日に採集されたスジホシ
ムシモドキの体表には 3 個体のスジホシムシモド
キヤドリガイが付着していた（図 2）。6 月 29 日
に採集された 3 個体のスジホシムシモドキでは、
スジホシムシモドキヤドリガイの付着は見られな
かった。

青森県の調査では、2018 年 7 月 10 日の青森湾
（陸奥湾の支湾）での調査時（玉松海水浴場）に、
スジホシムシモドキ 1 個体が採集され、その体表

に 2 個体のスジホシムシモドキヤドリガイが付着
していた。2022 年 9 月 5 日の裸島周辺での調査
では、別属のホシムシ類であるスジホシムシ 1 個
体が採集され、二枚貝類の付着は確認されなかっ
た。その他の調査では、ホシムシ類は採集されな
かった。

Superfamily Galeommatoidea Gray, 1840
ウロコガイ上科

Family Galeommatidae Gray, 1840
ウロコガイ科

Genus Nipponomysella Yamamoto & Habe, 1959
マルヘノジガイ属

Nipponomysella subtruncata (Yokoyama, 1927)
スジホシムシモドキヤドリガイ

（図 2）
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図 1．本研究の調査地となった石巻地域（A）と万石浦水路部（B）および青森湾（C）と浅虫地域の地図（D）。
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宮城県産のスジホシムシモドキに付着していた
3 個体の殻長は、それぞれ約 5.5 mm、2.2 mm、2.0
mmと推定された。青森県で採集されたスジホシ
ムシモドキヤドリガイ 2 個体のうち小型の個体の
殻長は、1.7 mmであった。いずれも殻は長卵形
であり、膨らみは弱く、前縁はやや平坦で後縁は

丸みを帯びていた。殻頂は前縁から殻長の 2/3よ
りも後方の位置にあり、殻頂と前端、後端を結ぶ
形状は不等辺三角形となる。殻頂には幼生殻が確
認できた。殻は薄く、小型の個体では光沢があり
白色半透明であったのに対し、大型の個体では殻
がやや黄色味を帯び、殻頂部でより顕著であった
（図 2B）。大型の個体では、小型個体と比べて同
心円状に形成された成長線のような線がより顕著
であり、この線を除いて殻表は平滑であった。小
型個体では殻高に対して殻長が若干長くなる傾向
がみられ、最も小型であった青森県産標本でより
顕著であった（図 2C）。

4．考察
本研究でスジホシムシモドキの体表から確認さ
れた微小な二枚貝の殻形態は、スジホシムシモド
キヤドリガイの既存の報告（2,7,8,10,13,19,23）と一致し
た。スジホシムシモドキの巣穴や体表には、ホシ
ムシアケボノガイ Barrimysia siphonosomae
Morton & Scott, 1989(1,2,24)やコハゼガイ（アマミ
スジホシムシモドキヤドリガイ）Monterosatus
amamiensis Sakurai & Habe, 1973(1)といった他
の二枚貝類も共生することが知られるが、これら
の二枚貝類とは殻形態が異なるため、本研究で発
見された二枚貝はスジホシムシモドキヤドリガイ
であると判断できる。上記のスジホシムシモドキ
ヤドリガイの既存の報告のすべてで、殻の色は白
色と記述されているが、本研究で宮城県から採集
された 3 個体のうち最も大型の個体は殻が黄色味
を帯びていた。殻頂周辺は付着物によって赤褐色
となる場合が多いという記述も見られるため(10)、
この色彩の差異は、体サイズや生息環境による種
内変異であると考えられる。

国内におけるスジホシムシモドキヤドリガイの
過去の記録は西日本が中心であり(2,3,6-14)、東日
本からの報告は限られている(15-19)。これまでの
記録の北限は新潟県の佐渡島であったが、本報告
により本種の北限は更新され、スジホシムシモド
キの分布北限である青森県陸奥湾(2)まで分布し
ていることが示された。

本種の宿主であるスジホシムシモドキは、環境
省の海洋生物レッドリスト 2017(25)と日本ベント
ス学会のレッドデータブック(2)において準絶滅
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図 2．渡波海岸で採集されたスジホシムシモドキ（A）とその体
表に付着するスジホシムシモドキヤドリガイ（B）および
青森湾で採集されたスジホシムシモドキヤドリガイの右
殻の写真（C）。スケールバー：1 mm。
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危惧に指定されており、青森県のレッドデータ
ブックでも、2020 年版において本種が新規に追加
され、Cランク（環境省レッドリストの準絶滅危
惧に相当）に選定されている(26)。宮城県のレッ
ドリストでは、「震災前後を通じて、限られた記録
しかなく、個体数も非常に少ないことから、極め
て希少である」という理由でスジホシムシモドキ
は絶滅危惧 II 類に指定されている(27)。本種の宮
城県内での記録は、2011 年の東日本大震災以前に
は、舞根湾（湾口部：2010 年）、万石浦（広瀬のア
サリ漁場：2003 年、沢田：2009 年）、松島湾（波
津々浦：2002 年）の 3 水域に限られ、震災後も、
志津川湾（細浦：2017 年、松原海岸：2017、2018、
2020 年）と松島湾（浦戸桂島：2015、2017 年）で
見つかっているのみである(28,29)（鈴木孝男氏、私
信）。舞根湾とスジホシムシモドキが比較的多産
していた万石浦(28)では、震災以降本種の生息は
確認されていない(28,30,31)。本研究の調査地であ
る石巻市渡波の海岸は、万石浦と石巻湾を繋ぐ水
路部に位置しており、2015 年から毎年 6 月頃に海
洋生物実習を行っていたが、これまでホシムシ類
は採集されていなかった。本報告は、万石浦水域
における震災後初めてのスジホシムシモドキの記
録となった。宿主の生息状況を勘案すると、宮城
県内におけるスジホシムシモドキヤドリガイの個
体群は絶滅の危機に陥っている可能性が高く、宿
主とともに保全を図っていく必要があると考えら
れる。青森県でも、陸奥湾のスジホシムシモドキ
とスジホシムシモドキヤドリガイの個体群は、日
本海側の佐渡島や太平洋側の宮城県から飛び地的
に記録されており、北限個体群として保全上重要
であるといえる。2022 年の調査では宿主である
スジホシムシモドキが採集されなかったことか
ら、宿主とともに生息状況を把握していく必要が
あるだろう。
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